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☆ 

三
月
例
会
兼
総
会
の
会
場
変
更 

 

日
時 

３
月
10
日(

土) 

 

午
前
十
時
～ 

 

場
所 

春
日
住
民
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室 

 

会
場
準
備(

敬
称
略) 

 

前
川
哲
和
、
友
井
辰
哉
、
深
田
俊
郎
、 

 

森
本
恵
美
子 

 

柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー
が
、
本
年
も
こ
の

間
納
税
相
談
会
場
に
使
用
さ
れ
る
事
か

ら
、
例
年
通
り
、
春
日
住
民
セ
ン
タ
ー
で 

 

◎ 

月
例
会
終
了
後
、
30
分
程
度
で
２９

年
度
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 

主
要
議
題
は
29
年
度
事
業
報
告
・会
計

報
告
、
30
年
度
事
業
計
画
案
・予
算
案
・

役
員
選
任
等
で
す
が
、
新
規
事
業
案
に
つ

い
て
も
、
審
議
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

 

☆ 

四
月
例
会 

日
時 

4
月
14
日(

土) 

 

午
前
十
時
～ 

 

場
所 

柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー 

 

会
場
準
備
は
役
員
で
行
い
ま
す
。 

 

☆ 

30
年
度
継
続
会
員
優
先
受
付
に
つ

い
て 

 

別
添
申
込
書
に
て
２
月
15
日(

木)

迄 

    

☆ 

古
文
書
か
わ
ら
版
第
18
号
号
外
の

発
行
に
つ
い
て 

 

昨
年
１１
月
２４
日(

金)

に
春
日
歴
史
民

俗
資
料
館
文
化
財
友
の
会
が
、
主
催
し

た
「
歴
史
探
訪
バ
ス
旅
行
」
の
様
子
を
主

催
者
の
一
人
で
あ
り
、
丹
波
古
文
書
倶
楽

部
会
員
の
小
西
敏
晴
さ
ん
に
報
告
し
て

戴
き
ま
し
た
。 

こ
の
会
は
歴
史
・文
化
財
を
実
地
に
検

証
す
る
有
意
義
な
催
し
な
の
で
す
が
、後

継
者
難
で
現
在
、休
会
状
態
で
す
。 

古
文
書
倶
楽
部
会
員
で
友
の
会
の
存

続
に
ご
尽
力
頂
け
る
方
を
募
集
す
る
た

め
に
も
、
号
外
を
発
行
し
、
協
力
を
お
願

い
す
る
次
第
で
す
。
ご
協
力
頂
け
る
方

は
、
小
西
敏
晴
さ
ん
、
又
は
岸
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
自
薦
・他
薦
を
問
い
ま
せ

ん
。 

     

☆ 

「
第
7
回
歴
楽
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ａ
」 

主
催 

竹
田
地
区
自
治
振
興
会 

会
場 

竹
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

2
月
17
日(

土)

午
前
10
時
～
12
時 

テ
ー
マ
「
『
大
野
唯
四
郎
日
記
』
を
読
む
」 

講
師
・ナ
ビ
ゲ
ー
タ
山
内
順
子
さ
ん 

参
加
費
５
０
０
円
、
資
料(

カ
ラ
ー)

お
菓

子
お
茶
付 

申
込
不
要 

問
合
先 

青
木

さ
ん(

０
８
０
‐３
８
２
５
‐７
５
１
３) 

☆ 

「
第
６
回
歴
楽
Ｔ
Ａ
M

B
Ａ 

」 

主
催 

柏
原
自
治
協
議
会 

会
場 

た
ん
ば
黎
明
館 

3
月
23
日(

金)

10
時
半
～
12
時 

講
師 

内
藤
正
克
氏
（
内
藤
克
雄
氏
の
ご

子
息
） 

テ
ー
マ
は
「
丹
波
地
域
の
洋
風
建

築
と
設
計
者
・内
藤
克
雄
」 

参
加
費
３
０
０
円
、
申
込
先
柏
原
自
治
協

議
会(

０
７
９
５
‐７
３
‐０
１
９
８) 

 

◎ 

平
成
30
年
度
会
員
募
集
要
項 

呼
び
か
け 

私
達
と
一
緒
に
「
崩
し

字
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

自
治
会
の
古
文
書
、
美
術
館
や
博
物

館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
資
料
・扁
額
や
我

が
家
の
軸
物
な
ど
、ど
ん
な
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
か
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

き
っ
と
あ
な
た
の
世
界
が
広
が
り
ま
す

よ
!! 丹

波
古
文
書
倶
楽
部
は
初
心
者
を
歓

迎
し
ま
す
。 

 

申
込
方
法 

 
 

申
込
書
、
ま
た
は
電
話

連
絡
等(

氏
名
・住
所
・電
話
番
号)

に
よ

り
、
当
倶
楽
部
役
員
宛
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

〆
切 

平
成
30
年
２
月
28
日
（水
） 

対 
 
 
 

象 
 
 

原
則
と
し
て
、
市
内

在
住
、
在
勤
の
方
（
年
齢
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
） 

募
集
人
数 

 

15
名
程
度(

新
規
加
入) 

教
室
の
許
容
量
か
ら
継
続
会
員
併
せ
て

50
名
が
限
度
で
す
。  

講  
 
 
 

座  
 

開
始: 

平
成
30
年
４

月
14
日
（
土
）
１０:
００
～
１２:

00
柏
原

住
民
セ
ン
タ
ー 

※ 

原
則
、毎
月
第
２
土
曜
日
同
時
刻 

同
会
場
で
開
催
（年
１２
回
の
予
定
） 

講 
 
 

師 
 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文

学
研
究
科
特
命
講
師
木
村
修
二
氏 

年
会
費(

予
定) 

 
 

５
，０
０
０
円 

  

※ 

皆
様
方
の
お
知
り
合
い
の
方
で
、古

文
書
や
歴
史
な
ど
に
興
味
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
方
を
是
非
、お
誘
い
く
だ
さ
い
。 

 

◎ 

緊
急
!! 

情
報
提
供 

 

本
日
《
2
月
10
日(

土)

》
午
後
13:

30 

 

～
15:

30
分 

春
日
町
松
森
公
民
館
、 

 

「
神
戸
大
学
自
治
会
文
書
研
究
会
」
主

催
の
『
新
発
見
!!
公
民
館
と
神
社
に
保

管
さ
れ
た
古
文
書
に
見
え
る
松
森
の
歴

史
』
と
題
し
た
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。 

 

木
村
修
二
先
生
や
松
下
正
和
先
生
も

登
壇
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
催
し
は
、
小
西
敏
晴
さ
ん
が
長
年

温
め
て
こ
ら
れ
た
企
画
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

可
能
な
方
は
、是
非
、御
参
加
下
さ
い
。 

 

詳
細
は
、別
添
チ
ラ
シ
の
通
り
で
す
。 

 

  
事

務

連

絡

(

高

札

場

)
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

-
-

 

情
報
提
供(

み
ち
し
る
べ)
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   ◆ 

山
南
町 

 
 
 
 

深
田 

俊
郎 

様 

「
古
文
書
そ
し
て
小
字
地
名
」  

 

昨
年
の
4
月
か
ら
入
会
し
て
お
り
ま

す
。 平

成
２７
～
２８
年
度
自
治
会
会
長
時

に
公
民
館
の
物
置
か
ら
た
く
さ
ん
の
文

書
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
ん
な
に
古
く
は

な
く
、
明
治
初
頭
の
も
の
が
多
い
と
見
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
文
書
を
見
て
も
判
読

不
明
な
字
が
多
く
、
何
と
か
判
読
し
た

く
手
助
け
を
探
す
の
で
す
が
人
も
機
会

も
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
い
っ
そ
自
分
で

習
っ
て
読
ん
で
見
た
い
と
の
思
い
が
強
く

な
り
ま
し
た
。
本
当
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く

岸
代
表
か
ら
入
会
の
お
誘
い
を
受
け
入

会
し
た
次
第
で
す
。 

学
生
時
代
は
、
地
理
学
を
専
攻
し
、
お

も
し
ろ
そ
う
だ
な
と
古
文
書
読
解
を
受

講
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
当
時
は
遊

び
の
方
に
重
心
が
あ
り
、
な
ん
と
か
単
位

は
取
得
し
た
も
の
の
到
底
学
ん
だ
と
言

え
る
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
従
っ
て
、
月
１
回
の
例
会
に
は
、
予

習
が
な
か
な
か
進
ま
ず
、
当
て
ら
れ
て
赤

っ
恥
、
青
息
吐
息
、
冷
や
汗
の
我
が
姿
を

思
い
な
が
ら
、
鬱
々
と
し
た
気
分
で
毎
回

出
席
し
て
い
ま
し
た
。 

余
談
で
す
が
、
最
近
は
古
文
書
に
併
せ

て
住
ん
で
い
る
地
域
を
何
と
か
後
世
に

残
そ
う
と
、
地
形
や
地
名
等
か
ら
地
域
の

こ
れ
ま
で
の
様
子
を
調
べ
て
お
り
ま
す
。 

現
在
は
小
字
地
名
か
ら
地
域
の
様
子

が
探
れ
な
い
か
と
調
べ
て
お
り
ま
す
。 

私
の
地
域
の
小
字
地
名
に
は
「
西
畑
」

「
東
畑
」
「
脇
田
」
の
よ
う
に
分
か
り
や
す

い
も
の
か
ら
「
ビ
ク
ニ
ガ
キ
」
「
シ
ヤ
ケ
」

「
ド
ン
デ
ン
」
等
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
も
の

が
散
見
さ
れ
ま
す
。 

「
ビ
ク
ニ
ガ
キ
」
は
、
「
ビ
ク
ニ
＝
尼
」  

「
ガ
キ
＝
垣
」
と
の
単
純
な
理
解
で
、
石

龕
寺
に
近
い
こ
と
か
ら
石
龕
寺
に
関
す

る
僧
坊
の
よ
う
な
所
と
し
て
利
用
さ
れ
、

地
名
に
残
っ
た
の
か
な
と
勝
手
に
推
測

し
て
お
り
ま
す
が
、学
問
的
な
裏
付
け
は

こ
れ
か
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
小
字
地
名
に
関
し
て
知

見
を
お
持
ち
の
会
員
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
是
非
ご
教
授
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
様
の
熱
意
と

姿
勢
を
励
み
と
し
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

い
た
だ
き
な
が
ら
精
一
杯
予
習
を
し
て

頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す 

    ◆ 
 

年
会
費
の
規
程
改
正
に
つ
い
て 

 
 

現
在
、
当
倶
楽
部
で
は
、
年
会
費
は

５
，０
０
０
円
と
す
る
、
と
定
め
て
い
る
だ

け
で
年
度
途
中
に
新
規
加
入
さ
れ
る
方

に
つ
い
て
の
会
費
の
取
り
扱
い
に
関
す
る

規
程
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
会
計
処
理
上
の

原
則
を
定
め
、
新
年
度
よ
り
適
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
、
会
員
各
位
の
お

考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

 

『会
計
処
理
上
の
原
則
』 

年
度
前
半(

5
月
～
９
月)

に
新
規
加

入
し
た
人
に
は
、
４
月
以
降
に
学
ん
だ
教

材
を
贈
与
す
る
代
わ
り
に
年
会
費
５
，０

０
０
円
を
徴
収
す
る
。
年
度
後
半(

10
月

～
翌
3
月)

に
新
規
加
入
し
た
人
は
聴

講
生
と
し
、現
に
学
ん
で
い
る
教
材
は
贈

与
す
る
が
年
会
費
は
徴
収
し
な
い
。 

な
お
、
休
会
中
の
会
員
に
は
教
材
の
贈

与
は
せ
ず
、年
会
費
は
徴
収
し
て
い
ま
せ

ん
。 

◆ 

か
わ
ら
版
へ
の
投
稿
・情
報
提
供
に
つ

い
て 

 
 

今
号
を
も
っ
て
、
会
報
か
わ
ら
版
も

18
号
を
迎
え
、
自
己
紹
介
欄
も
一
巡
す

る
事
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
れ
に
伴
っ
て
、
紙
面
の
大
幅
改
編
が

必
要
と
な
り
ま
す
。 

現
在
、
20
号
の
発
刊
を
記
念
し
て
創

刊
号
～
20
号
ま
で
の
A4
判
の
縮
刷
冊
子

を
印
刷
・製
本
し
て
皆
さ
ん
に
配
布
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

ま
だ
、
自
己
紹
介
等
、
か
わ
ら
版
に
一

度
も
寄
稿
し
た
事
の
な
い
方
は
是
非
、投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
現
在
、
『
情
報
提
供(

み
ち
し
る

べ)

』
欄
は
、丹
波
市
内
の
古
文
書
や
歴
史

講
座
の
情
報
発
信
が
中
心
で
す
が
、篠
山

市
・三
田
市
・西
脇
市
等
近
隣
の
情
報
も

充
実
さ
せ
た
い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会

員
の
皆
様
方
か
ら
の
情
報
提
供
を
是
非
、

お
願
い
し
ま
す
。 

◆ 

会
報
か
わ
ら
版
の
新
企
画
に
つ
い
て 

 
 

か
わ
ら
版
編
集
者
の
悩
み
は
、
紙
面

を
埋
め
る
記
事
が
集
ま
ら
な
い
事
で

す
。 

 

こ
れ
ま
で
、
自
己
紹
介
欄
が
そ
の
役
割

を
果
た
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
後

は
そ
の
欄
も
な
く
な
り
ま
す
。 

 

編
集
者
と
し
て
は
、
こ
の
自
己
紹
介
欄

や
前
代
表
の
川
口
さ
ん
に
お
願
い
し
た
、

「
古
文
書
倶
楽
部
の
歩
み
」
な
ど
、
シ
リ

ー
ズ
も
の
で
紙
面
を
飾
っ
て
戴
け
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

例
え
ば
、
読
ん
だ
本
や
新
聞
記
事
、
テ

レ
ビ
で
視
聴
し
た
古
文
書
や
歴
史
に
関

す
る
感
想
や
そ
れ
に
触
発
さ
れ
て
自
分

な
り
に
調
べ
た
こ
と
、
自
分
の
地
域
の
偉

人
や
面
白
い
言
い
伝
え
な
ど
を
ま
と
め

て
み
た
こ
と
、
あ
る
い
は
旅
先
で
気
に
な

っ
た
事
を
調
べ
た
メ
モ
、
等
々
、
【会
員
の

つ
ぶ
や
き
欄
】を
新
設
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 

出
来
れ
ば
、シ
リ
ー
ズ
で
、
何
回
か
書
い

て
も
ら
え
ば
、嬉
し
い
の
で
す
が
、…
。 

 

例
え
ば
、
『
読
み
直
し
の
日
本
史
』
な
ど

と
銘
打
っ
て
、
高
校
日
本
史
の
記
述
が
、

30
年
前
に
我
々
が
習
っ
た
記
述
と
大
き

く
変
わ
っ
て
い
る
事
を
、
江
戸
時
代
を
例

に
、
農
民
支
配
の
在
り
方
の
変
化
、
学
問

の
進
展
、
幕
藩
体
制
、
商
品
経
済
活
動
の

伸
長
、鎖
国
は
本
当
か
、な
ど
、我
々
の
古

文
書
学
習
に
役
立
つ
テ
ー
マ
で
シ
リ
ー

ズ
も
の
を
書
い
て
頂
く
と
、ご
自
身
の
勉

強
に
な
る
と
と
も
に
、
会
員
が
新
知
識

を
学
べ
る
機
会
と
も
な
り
、一
石
二
鳥
の

企
画
と
思
う
の
で
す
が
、…
…
。 

 

是
非
、寄
稿
頂
き
た
い
も
の
で
す
。 

自

己

紹

介

(

口

上

)
 

   

役
員
か
ら
の
お
願
い(

嘆
願
書)

 


